














の質を評価するための遺族調査「J- HOPE（Japan Hospice 
and Palliative Care Evaluation）study」4）は、CES, GDI を
中心とした日本全国のホスピス・緩和ケア病棟、一般病棟、
診療所対象の大規模調査であり、世界でも高く評価されてい
る。2014 年 1 月に開設されたA病院緩和ケア病棟において





































う尺度 3）であり、多くの人が共通して望む 10 の概念（コア
10 ドメイン）30 項目と、人によって大切さは異なるが重要
な事である 8の概念（オプショナル 8ドメイン）24 項目で
構成されている。GDI の短縮版はコア 10 ドメイン、オプ







○坂井　絵美 1）、南部　瑞恵 1）、亀井　由起子 1）、久保川　純子 1）、




































































対象者の性別は女性が 24 名（59%）（図 1）、患者との関
係は配偶者が 23 名（56%）（図 2）、年齢は 50-60 代が 19 名
（49％）を占めていた（図 3）。
2.GDI の記述統計（表 1）
GDI 各項目の平均値を降順に並べた結果を表 1 に示す。
得点が高かった上位 3項目は「患者様はひととして大切にさ
れた」「患者様は医師を信頼していた」「患者様は落ち着いた
































































































２） Miyashita M.Aoyama M.Nakahata M他：Development 
of the Care Evaluation Scale Version 2.0: A Modified 
version of a Measure for Bereaved Family Members to 
Evaluate the Structure and Process of Palliative Care 
for Cancer Patients.BMC Palliat Care. 2017:16:8.
３） Miyashita M. Morita T. Sato K 他 : Good Death 
Inventory: A measure for evaluating good death from 
the bereaved family members perspective. J Pain 
Symptom Manage. 2008;35（5）: 486-98
４） 宮下光令：遺族によるホスピス・緩和ケアの質の評価に
関する研究
 発行：（財）日本ホスピス・緩和ケア研究振興財団（2010
年 3 月）
５） 山岸暁美・森田達也：遺族からみた水分・栄養摂取が低
下した患者に対する望ましいケア　前掲書 4）p.63-68
６） 手嶋登志子：生命の質を高める食生活，保健の科学，43
（7），p.527-531，2001
７） 菊井和子，竹田恵子：嚥下困難をきたした終末期高齢者
の食事援助に関連する倫理的課題，川崎医療福祉学会誌　
Vol.12 No.1 p.83-90　2002
